


























































































点の血清 BUN,クレアチニンは正常であり ⅠVU や
レノグラムなどの分腎機能検査は施行されていないので尿路閉
塞性変化の関与も全く否定することはできない｡しか
し,造影 CT上腎孟 ･腎杯系の拡張も
みられず,また高血圧もみられないことにより腎静脈圧排によるうっ 性変化が存 arrow.)在したと考える
のが最も妥当なように思われる｡なお本症
例は化学療法により著明な腫癌縮少効果が得られ,後に施行されたCTでは左腎の大きさは右腎とほぼ同程度
でありまた骨スキャン上 hotkidneyの所見も消失していた｡なお腫癌による下部尿路閉
塞所見は入院時より認められなかった｡CT 上腹部大動脈周囲から腎門部にまで拡がるリンパ節腫
大を認めることはさほど稀ではなく,かかるとき骨スキャン上 hotkidney所見が いか,分
腎機能はどうかなどについて留意する必要があると思われた｡文 献1)利波紀久,小泉 潔,久田欣-:9mTc燐酸化合物
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